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X ウ x 一 デソ 3．6万 860万
＊資料［文献（39）（40）］による
※1989年の人u［文（40）コ
禁止された。しかし第二次大戦後，人q抑制の切り札として1948年『優生保護法』という名のもの
と，堕胎禁止法の廃1とではなく，例外的に中絶を認めるという法を公布した。その後1952年に適用
が簡便化され医師1人の判断で容易に中絶できることとなった。［文（39）］僑仰を論じない我国で
は，社会霊義的な人口調整が精力的に行われ成功したかに晃える。そして『優生保護法』という名
葭とは裏腹に中絶の大半が，医学的適応でないことは健康保険の適用外であることと実は呼応して
いる。その形骸化した条文の中には優生保護という名のもと，遺伝疾患でもない「らい疾患の親か
ら生まれる子供の中絶」という事由が認められている。これも全く時代に合わない規定であった。
（『らい予防法』は1996．3．27、の国会で廃止が決定された）こうして国民が食べられる様になっ
た今でも日ホにおいては中絶は議論の紺象とすらならず，世界でも類ない「堕胎天国」といわれる
ようになった。親としての生命へのかすかな良心が「水子地蔵」などという隙間産業を産んでいる。
羅家あげての人口調節策が効を奏したという事実は否定できない。経済的には豊かな顯となった反
面，その間に醸成される生命への倫理感や身体観は若者を通してその精神風土に影響を及ぼすであ
ろう。それはこれからの蒋老に現れてくるという気がする。アメリカでは歴代大統領の中絶に対す
る考え方は政治家として常に批判にさらされる。又最高裁判所法定は繰り返し論争の場となった。
一部，国民の関心も高い。
　「1973年連邦最高裁はRoe判決という始めての中絶自由化を認める判断を下した。その後1989
年Webster判決では生命は受胎に始まるとして中絶は禁止され，再び玉992年，　Casey判決で合憲と
されるなど揺れている。］［文（39）］
　その中で過激な〈反一中絶運動（anti－abortion）〉が散発し，逮捕者33242人が出た。宗教や生命倫
理の活動家よりもむしろ右翼的な人々による事件ということであるが実際医者が殺され，医院が焼
き打ち，爆破されるというテロ事件である。［文（42）〕
　もう一つ，中絶にからむ大きな問題として胎児医学（Fetal－Research）という科学分野の台頭があ
る。アメリカ，中国でも中絶は盛んであるし，胎児組織を使った実験はなされている。この流れの
中で，「1993年1月22Hクリントン大統領は就任直後「胎児使用禁止令の解除」という大統領令を
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発している。」［文（41）p－107］
　「アメリカでは中絶胎児が胎児ブローカーによって売買され，その組織，細胞，臓器は科学者の
実験材料として供給されている。中絶を箭提に妊娠するというケースも出現している。［文（41）
p－85］ブローカーは材料を求めてメキシコ迄も「胎児」の買い出しに行っているという。医学への
応用として，パーキンソン既病の男性患者の脳に胎児の神経細胞を植え付けたり，糖尿病患者600
人に胎児の膵臓の細胞を植え付けたという」［文（41）〕
　（2）　精子・卵子の売買
　a960年代は生殖なきセックスの時代。1980年代はセックスなき生殖の時代」（ロリー・アソド
リュース）といわれる。［文（41）p－111］現代では生殖の方法に，人工授精，体外受精，凍結胚の
使用などがあり妊娠の仕方も圭6通りあるという。アメリカには不妊や生殖に関するマーケットが存
在する。こうした分野の産業を生殖産業（Reproduct）と呼び，「精子バンク」「体外受精」などを利
用して妊娠してきた日本の女性の話が時々新聞のニュースとして載る。
　精子・卵子・代理母など生命の経済市場化は進んでいる。出産・分娩を〈labor＞という。人闘
存在の根幹である分娩をも他人に代替させる。これは奴隷法に抵触しないのだろうか。
　（3）　輸血（transfusiOR）
　輸血を認めずして現在の西洋医学は成り立たない。しかも本来撫液とは他人の身体の一部であり
無尽蔵にあるものはない。周知の如く売血制度がある。貧しい人々が類を売るわけで不健康な磁で
あって不思議はない。
　アメリカで昔，ド貧民の1亀を買って，患者に売る商売「血液銀行」は倫理に惇るのではないかと
いう批判が一部世論に起こり裁判となった。結局1966年「連邦取引委員会」で「人間の漁液は物品
である」という裁定が下った。1［文（41）p－31］1血は品物であり売買できる財産という次元の話に
なってしまった。「物品」という解釈は他の臓器一一一rwにも拡がっている。しかしながらヂ物鹸」と
規定した〈血の～滴〉さえ，人類はいまだ造ることはできない。一晴期，精力的に試みられたヂ人
工血液」への挑戦も実用につながる成功の報はまだ聞かない。輸鷺は極端な言い方をすれぽ「臓器
移樹の一種であり，ドナーの生命の一部を貰って生きることである。
　一方，患者として輸血を拒否する極端な一群もある。「エホバの証人」達である。著者もかつて
二度ほどかなり出血のある患老から宗教上の理由で輸亘莚は損否され治療上函った事がある。現在，
関わっているエホバの儒者に訊ねてみた。「日本には約22万人の儒者がいる。大学病院の主として
外科に，輸1｛kwtしの治療を打診したところおよそ8000人紘の医者からは出来る限り協力するという
感触を得ている」という。輸撫しないで死亡した場舎の医師の免責書類なども揃えているようであ
る。1992年10月には京大医学部倫理委員会は次の決定をした「エホバの証人である患者が成人の場
合，本人が希望すれぽ輸血を行わずに手術を実施することを承認した。」［文（44）］ただし信者の
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持つそれらのパソフレットを注意深く読むと「宗教上の理由」が前面に出ているが，異物としての
他人の組液に対する拒絶感である。他人と自分の血とが一致する筈がないという不信・不安が基盤
にあるように思う。一部の成分輸漁は認めている。
　どのような圃のどのような人々の「血」か国民は知らされないが，「血液製剤」において日本は
輸入大国であることは忘れられない。外国人からは「買撫」を行っている。
　（4）　臓器移植（org＆瞼蹴spl蹴atio鍛）
　臓器移植についてはマスメディアが随所で論議し，国会には「臓器移植に関する法律案」（臓器
移植法案）が提出されている。ただし審議は棚上げとなって停滞し，廃案になる可能性も撮てきた。
生命に対する価値観がおよそ対立的な臓器移植の需要と生存権侵害の危惧とは平行線を辿り決着の
つかないことがむしろ当然ともいえる。
　今から1～2年荊，大阪帝塚山の住宅地で電信柱に「腎臓売ります」とビラが購られてあるのを
昌にしたことがある。大胆なと当時驚いたがその後ビラは見えなくなっていた。最近の新聞による
と，1995年大阪に臓器売買を斡旋する民間磁体「臓器移植推進援助会」が設立され，会員の男性が
フaリピンで移植を受けた」と報じられた。（1996．3．7．日経夕刊）人間の臓器はその生物学的価
値（biological　value）としてでなく資本主義挫会における経済的価値（ec◎nomical　value）として既に
流通している。鰯々の医者の善意や努力，何とか患者を助けたいという気持ちは理解できる。が，
しかしグローバルには「臓器移植産業」に利用されているという感じもする。
　「インド，アフリカ，ラテンアメリカ，東ヨーロッパなどの国では臓器売買は許可されている。
そして彼らが体の一部を売って手にする金額は生涯働いて得るよりも多いことがある。」［文（41）
P－60〕
　「脳死」が議論されているのは主に臓器需要のためである。既に脳死・・脳幹死はB本では法＄ll化
されていないだけで国民の合意が得られたことになっている醜アメリカでは被弾死や交通事故死
表2　人体部品纐格
珍しい血液型（100ml） ～ ＄6000
胎児臓器（手数料として） ＄50～150
代理母 ＄10000＋必要経費
代理母の依頼人 ＄30000～45000
主要臓器（エジプの ＄10000～15000
腎臓（イソド） ＄1500
角膜（イソド） ＄4000
皮薦一切れ（インド） ＄150
＊資料は［文（41）P－59〕による
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の死体臓器だけではたりず，最近「皮質死」即ち脳波大脳皮質電位N20　peakの消失をもって脳死
＝： 人間の死とすべきだという意見がある。［文（45）］　　Y安楽死」を補助し，多くの癌末期患老の
自殺轄助ということで起訴されていたジャック・ケボキアン医師67）に最近サンフランシスコ連邦
高裁から無罪評決が下った。「死ぬ権潤」合法的安楽死を認めたのである。（日経　1996．3．ll．）16）
　生物の死は一瞬のものではなくく経過〉であることは科学蝕こは露明の理である。「死の瞬間」
を法律で決めるべきか否か？を含めて難聞である。
　移植産業の台頭と臓器不足の現実が死の範囲を拡大し，社会にとっての『価値なき生命』をも死
老として葬る危険性をはらむ。
　昔話にある。京の公家のお姫様が生まれて以来目をきくことができなかった。忠義な「乳母1が
易者に占ってもらったところ「妊婦の生き肝」を食べさせるべしという。お告げの方角みちのくへ
「乳母」は旅に出てY肝」を狙って待ちまかえる。そして始めて取り殺した「旅の女」，その身に
着けていたお守りから実は自分を尋ね京より遥々やってきた「我が娘」と知る。哀れにも狂乱，鬼
女と化すとい悲話がある。臓器移植医はその「安達が原の鬼婆」の役園りのような気のする時があ
る。
　（5）　遺伝子操作技術
　遺伝子工学の成果は医療に格段の進歩をもたらした。ヒトインシュyン遺伝子やヒト成長ホルモ
ン遺伝子で造られた各ホルモン，は糖尿病，小人症，尿崩症など次々と患者の治療に役だっている。
1996年春の薬価採用でも遺伝子組み替えr薬品」が数錨霞追加されている。そして日本でも重大な
遣伝疾患に対する瞳伝子治療」も始まった。北海道大学でアデノシンデアミナーゼ（ADA）欠損
症の遺伝子治療が行われている。特定の遺伝子が生来欠損しているためそれを外から補おうという
治療である。綱人レベルの治療は遺伝子工学の成果のごく一部である。一方アメリカで冤られたよ
うに少し身長が低いといって，安易に成長ホルモンを使ったり，ダウン症候群の子供が生まれたと
いって遺伝子診断を怠ったと医者を告訴したりするのをみると何を羅標としどちらを向いて進んで
いるのかわからなくなる。
　今年，最近になってフランスの研究チームが人聞の「遣伝子地図」を完成させた。ドヒトゲノム
解析計画」という国際プPtジェクトが組まれ米・欧・ffなどで§指しているのがその第一段階がま
ず終了したという。人間の全遺伝子を解読しようという膨大な計画である。病気の可能性や障害が
予知できるということは予防だけでなく，欠陥遺伝子を持つ者の生前排除，人間の選鋼などさまざ
まな問題をもたらすだろうし，その成果が商業主義と結びつくとその収奪ははかりしれない。概に
海外「遣伝子解析機関」はべソチャー企業と連携しているし，我麗でも科学分野の研究予算は遺伝
子関連の部門へ集中的に配されている様である。優秀な医学者は研究費を求めて遣伝子研究に従事
せざるをえない。紛れもなくサイエンスに違いない。行く先が医療かどうか。医雪も科学者も気の
付かぬうちに実はC◎mmercialismの一端を担わされている道具ではないかという不安を禁じえな
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いo
　畜産の分野では既に同一胚から造られたクローン牛や羊と山羊の合いの子，Natureに三984年に
発蓑されたようにキメラ動物＜geep＞などが現れている。交配の失敗による異常生物の発生もしぽ
しぼである。こうしたr遺伝子工学の人間への応用はイギリスでは禁じられているが，一方ヨーロ
ッパ特許局は『遣伝子操作を施した女性そのものを含む』特許申請を受け付けた」という。〔文（41）］
　科学も学問も本来，震的はない。塞能ともいえる知欲が原動力だ。「人間の心」が倫理や法律の
方向づけをするものである。科学者が自らの研究の位置づけをff確に掘むことは益々大切となる。
人類の為という大義名分があったとしても「遺饒子を操作すること」は「生命」に対する「鐵壷的
所業」であることは間違いない。
　古代中国漢のliEiPtで乱脈を極めた時期があった。酒池肉林の時代，ある王が女官を裸にして犬馬
と交接させその「合いの子」を造ろうとしたという故事を思い出す。余りの非道さをとがめられ取
調を受けた時，ド幼年のとき父母を失い，王宮の中に深居してただ箆官や宮女相手に暮らし，家老
も道徳教育をしなかったからと告白したという。」［文（1e）p100］遣伝子操作の暗部を危惧する
時，この中国の話が連想されてならない。
　（6）　不老長寿を求めて
　人類永遠の夢といわれる。もし可能であるのならぽ，最大の身体変工，生命改造であろう。古代
中国の権力者がしぼしば神仙思想に没頭したように現代にもさまざまな〈不老長寿の秘薬？〉があ
る。提唱者自ら実践していることもあるらしい。
　「老化の元凶，〈過酸化脂質を避ける〉とか長生きするため〈寿命蛋白〉を毎日飲む，〈化粧して
きれいになる〉満足感が免疫抗体を増やし活力を高める，〈粉末プロテイン〉を飲む，アメリカで
はくメラト＝ン〉が万能薬として売れている」又極めつけは「100年後不老不死薬が開発されるこ
とを期待して冷凍保存になっている死体が米アリゾナ，アルコー生命延長財穂こ3躰ある」という。
［文（47）］
　プロテイン，メラト＝ソなど蛋白やペプチドがそのまま吸収されるわけではない。一方「狂牛病」
ではプリオン蛋白が吸収されるかもしれないなどといわれ，栄養学にすらまだまだ未知の部分は多
いo
　一方寿命は決まっていて平均的なところ，哺乳動物が～生に打つ心拍数はゾウもネズミも人間も
ほぼ20億圏との説もある。これはほぼ実感に近いこ文（50）」
　既に世界一の長寿国日本だがその裏には老人の自殺，あるいは自殺未遂も多い。紀元前，徐福が
く不老不死薬〉を求めて船出した東方の海，蓮灘の水底も古代からの彼来の遭難巻，近代では幾度
かの戦没の屍が多数眠る海でもある。
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5．結論一身体観と医療の行方
　医療という枠からでなく「身体」の文化的考察を試みるのが本文の昌的であった。「痛い思いは
したくない」とか「血を見るのは避けたい1というごく当り前と思える医学常識が，実はそう当然
のことでもなさそうである。古くからある人間の観菰的な身体変工，傷つけるという習俗は，「人
間という動物の本性の一部か」と思うほど根強い。未開とか野蛮とか非科学的と言い切れない人間
本性の一部分であると思わざるをえない。到底，医学の見方に納まりきらない人間そのものでもあ
る。かたちを変えてスポーツや科学の分野でも最先端科学応用が試みられている。本文では日本人
と「身体との関わり方j，その歴史と現況を概観し，果たしてそれが日本独特，固有の民族性かど
うか検討した。
（1）「身体のあり方」は医療の枠では捉えられない数会文化の反映である。世界の中の身体変工
（mutilation）という文化的・社会的習慣の底流は極めて根強い。医療はそのごく一部を共有するに
過ぎない。
（2）寛宮やカストラートはその時代，経済難民であったといえる。当時彼らの生きるための選択
肢が限られていたのであろう。また，纏足，割礼などの「傷害ともいえる変工」は社会的因翌とし
て浸透していた。儒教が建て前の中国で豊嘗，纏足が20世紀迄存在し，・爆ック，キリスト教教会
の中でカストラートが養成された。そして割ネしは今も行われている。圏家・思想・宗教は照習の前
に殆ど無力であったし，劫ってそれらを追認，固定化する権力であった。
（3）日本は概ね「身体変工」の習慣も少なく「ドーピングdにも余り汚染されておらず，「臓器売
買」を禁止している。世界の中でも「自然な身体」を守ろうとする数少ない羅であったといえよう。
（4）r人間（臓器）を経済市場で売買する」という意味で奴隷も去勢奴隷の売買も臓器売買も軌を
一にする。それは人間をr所有し得る物品」として規定しなけれぽ市場経済として成り立たない。
そして現実はどうか？，歴史が証明する通り経済市場が成り立ってきた。現代も地球上で臓器売買
はなされている。人体材料，中でも壷液など二十年以上前から既に臼本でも産業になっていた。今
後，世界の良識や正義が流通を自制あるものにできるという保障はない。
（5）「臓器移樹や「生殖医療」「先端の生命科学」に対して日本社会のとっているモラトリアム
的態度，撫液製鋼の輸入，海外での臓器移植を黙認する態度は丁度アイルランドの中絶に対する法
律と同じく，外羅からみれぽ姑息的な「国家のエゴ」と映っていることと想像する。長らく中途半
端な状態にあるのは将来国家間の摩擦が生じた時，必ず編根となるだろう。既にかなり多くの人が
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莫大な金をかけて外国での移植を受けている。臓器移植を麗内でするならする，しないなら外国で
の移植も認めないというだけの決定をしても良いと筆者は思っている。医学の問題としては扱いか
ねる大問題である。願として取り決めても良いのではないかと思う。
（6）女性の妊娠中絶は確かに本人の自己決定という意味で基本的人権である。しかしさらに優生
学的な遺伝子診断技術と結びつくことによって欠陥遺伝子を排除する方向に向かうことも充分に考
えられる。医学においても科学で得られた成果が優生学的効率化を昌指し「社会ダーヴィニズム」
へと傾くことが懸念される。つまり女性自身の抱える矛盾と同様，医学の持つ二面性（病気治療と
優良遺伝子の追及）も相反する問題を内包する。
（7）歴史上，B本では概ね過激な身体変工を拒否してきたが，果たしてこれは閲有の民族性と言
えるだろうか？過去の例からそうは見ない。それはむしろ，日本人が「自然な身体」を志向してき
たというよりも，羅家形成後「島国」で世界の情報が地理的に中断され，又文化的に必要性も無か
ったためr幸いな事」にこれまでは避けることができたのではなかったかと考える。
　何故なら，古代B本や国辺，アソグラ社会では世界の他の地域と変わりなく，「身体変工」の習
俗が底流にあった。そして現代，一蒔的流行にも見えていたが，「身体」を改造するファッション
が案外定着しつつある。ピアス，美容整形，髪を染め脱色する事など，若い人々には抵抗なく受容
されている。戦後今まで人IIIII妊娠中絶をも，国家の黙認があれぽ議論なく受け入れた。一般には信
棉を生活規範として判断することは少ない。現在購躇される臓器移植の問題も，もし国が臓器移植
推進の立場に立てば一気に普及するとも考えられる。若い人々の中のr自らの身体感」，これは筆
者の感じでは二十年程前から変わってきていると感じている。
終わりにあたって一筆老は数年前，自ら手術を受けるという憂き霞にあった。医学的には割り切れ
ることであった。しかしその後次第にわかってきたことがある。女性にとっての特別な器官である
ためか多くの同病老の思いには医療に納まりきらない感情の渦が巻いている事を知った。そうした
経験や直面する若者の変化，β頃考える先端技衛への疑義が本文をまとめた動機である。置を転ず
れぽ，古くから医療と逆の行為が多々見られる。人間ほどかくも，自ら傷つける不思議な動物もあ
るまい。中でも医療では「痛み」の克服は最も大きな課題であり，今や達成されつつある。しかし
「身体変工」に際して受ける「痛み」は誰にもわかる共感である故に，因習が守られてぎたのかも
知れない。筆港は当然，人体の不貞然な麓工を否定する立場であるが，人の心は「痛みの莞服」を
得る事と引換えに，失うものもあるという気もしている。「人体」とは不思議で頼りなく痛々しい
ものでもある。
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〈注釈〉
1）孝経：孝経の冒頭の言葉。霞本人はよくなじんだ言藥であった。孝経は孔子の弟子曹子の作とも欝われる。
2）叉状研歯：ヒトの上顎中切歯の暑瀬溝から切痕にかけて2～3条，岡じく側切歯の同じ部位に～条の戴痕
　　をつけて歯牙をフォーク状に加工変容した習俗。1922年小金井はEckzahne尖歯として紹介した。アフジ
　　カでもその存在は知られておりZackenfeiluRg（teeth　fiiingh「歯のやすりかけ」）といわれている。
3）鯨爾文身：「男子無大小　皆鯨爵文身一夏后少康之子　封於会穂　断髪文身　以避鮫龍之今倭水人　婦没
　　捕魚蛤　文身亦以厭大魚水禽　後稽以為飾　諸国文身各異　或左或異右或大或小　尊卑有差」　　『魏志選
　　倭人伝「男子皆鯨薗文身　以其文左右大小　別尊卑之差」　　『後漢書選倭伝r倭者霞云太伯之後　俗皆文
　　身」　　if梁書』倭伝
　　幌女多鯨讐　鯨颪文身　没水捕創　　『晴書港倭圏伝［文（3）］
4）倶利遽羅紋紋：倶利迩羅竜王は，岩の上に立てた不動墾王の化身であるところの剣に，黒竜がからみつい
　　て剣を呑む形をしているがその模様の入れ墨。またはそれをした威勢のいい人。最近では入れ墨全般も指
　　す。
5）床屋；昔は外耕賑を兼ねた。今も床屋に園るサインボポール，白赤青の捻り捧は包幣，勤脈，静脈を無籔
　　している。本格的外科医としてはフラソス外科匿の父と呼ばれるアンプvア・バレエ（1510～1590）の出
　　現を待たねばならなかった。
6）デソベレル氏：現モンゴル醸本大使館勤務
7）羅切：『宇治拾遺物語選巻～の六ヂ中納言師時法師の玉くき検知の事」に珍鐸が見え，我国にも肉刑とし
　　て「羅切の刑」の記録がある。塗古事類苑一法律部十八』（皇帝紀抄）に記録によるとヂ承元元卑二月ナ八
　　日，源空上人瓢流土佐國依専修念佛事也，地位臼件門弟等充満世間，審事於念佛，密通貴賎丼入人妻可然
　　之人々女，不拘舗法，H新之問，搦取上人等，或被切羅，或被禁其身，女人等又有抄汰且専修念佛子綱諸
　　宗殊灘申之故也」
　＊臓本で全く敗残者に対して虫勢がなかったというわけではない。「会津戦争」では繭箪（官軍）が会津の少
　　年の睾丸を切り落とし，東軍は相季の肝臓を食べたという陰鯵なものであったと闘く。これはr命令」で
　　はなく一部の暴走による麿待・虐殺と筆春は解している。
8）カストラート：17．8世紀のヨーロッパの教会内で少年を変声期以前に表勢し，声楽のトレー＝ングを授け
　　て高音ソプラノを維持させた。教会内では女性の越えの代用として蕩音部を受けもたせ，（昔は女性が教
　　会内で越えを幽すことは禁じられていた）子供の葬儀などには翼をつけた小天使の姿で通夜に参列させた。
　　その中で格携才能のあるものはオペラ歌手としてデビューし，230年にわたってヨーPッパの劇揚に書臨
　　した。現在からみればバPックオペラの一翼を掴ったといえる。しかし彼等カストラートの出自は殆どが
　　極貧の家庭であった。が，10年闇の厳しい専門的トレーニソグの後，運良く《スター》にでもなれば経済
　　的には王侯貴族を庇護者として上流に近い生活ができた。この鑓かな可能性にかけて父親が子に去勢させ
　　たのである。［文（15）］
9）京大泌尿器科の名蛍教授：加藤篤二先生，雑談の折お聞きした。勿論現代医学的には勉茎手術について年
　　齢と方法の適応がきめ緬かく定められている。
10）スコプチ宗徒：闘人宗。虫勢を特徴とし勧めるpaシアの宗教。開握セジワノワは密ら富して100才まで生き
　　た。多くは両替を業とし，色は白く，予め結婚して1，2人子供をつくってから宮しても良い。婦人は乳
　　房を切り去るか小陰讐や陰核を割く。〔文（13）］
11）ラジャブザーデ氏：大阪外大の現客員教授，イラソ人
ユ2）ルイユ6世；ルイ16世は姓的に不完全であったため，マリーアントワネットと結婚後も7年程は爽婦生溝が
　　無かった。そのため王妃は子供もできず遊び翻って益々鴎家財政の函窮を増し，ルイ董朝の崩襲を撫速し
　　たともいわれている。（結局アントワネットの兄ヨゼフII琶皇帝の忠欝でルイ16徴は手衛を受け入れその
　　後子俄に恵まれたが既に挺会の革命への大きな流れは変わらなかったという）［文（24）］
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13）纏足：唐代の墓，漸彊トルファンアxターナから鐵土した女性の覆物，錦鮭，絹輕，草鮭などは20～24
　　cmの大きさで自然の女性の足であろう。また唐代，李白の詩で，「一一ewの金の歯げき，両足の白さは霜の
　　如し」と詠い当蒔の女性の足は絹で縛ることもなく靴下も穿いていなかったことがうかがえる。宋の張邦
　　基が『墨荘漫録』の中で「婦人の纏足は近世に起こり前代の書伝には皆無である」と記している。〔文（49）］
14）脳死は人の死：「脳死」については実感はともかく「死」としての國民的合意が得られていることになっ
　　ている。昭和60年厚生省研究班による「竹内基準」，昭和63年臼塞医師会生命倫理懇談会，加藤一郎座長
　　で脳死は死としている。平成2年に行われた各界人に対して脳死臨調が行った意識調査でも平成3年一般
　　国民3千人を対象にした盤論調査でも「脳死」を死と見る人のほうが多くなっている。
15）プロベネシド：痛風の治療薬であるが薬物の腎臓における再吸収を健進し血中濃度を維持するのでペニシ
　　yソやステロイドと共に使用されることがある。
16）ジャック・ケポキアソ医師：一酸化炭素ガス注入装置を開発L癌来期患者を〈曹痛から救う〉として死な
　　せ膚殺奮助で訴えられていた。ワシントソ州政臆は連邦最高裁への上告を検討しているという。
　　彼はまた「人体の部昂は所有財産にあたる。われわれはこれを所膚し，どんな状況においてもこれがどう
　　なるかについて絶対的権利を有する」とのぺている。［文（41）p62］
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